
 

議会モニターからの意見に対する対応状況 

第２６回モニターアンケート分 

（議会だより第６０号について） 

 

 

 

 

 

 

令和７年１０月 滝沢市議会 



１ はじめに 

滝沢市議会では、「わかりやすい議会」「市民に近い議会」をめざすため、滝沢市議会基

本条例第２２条の規定に基づき、議会モニターを設置しています。 

  議会モニターは、議会に対し議会運営に関する意見や改善提言等を行うもので、現在 1３

名の方を議会モニターとして委嘱し（任期：令和８年３月３１日まで）、ご意見、ご提言を

いただいております。 

 

２ 対応について 

（１）モニターから寄せられたご意見は、趣旨を損なわない範囲で一部要約している場合があ

ります。 

（２）モニターから寄せられたご意見は、氏名を伏した上ですべての内容を全議員に周知し、

共有しています。 

（３）寄せられたご意見を集約した上で、特にも議会運営に反映すべきとしたものを中心に協

議を重ね、その対応状況をまとめて記載しています。 

（４）なお、意見個々に対する議会内での議論の内容等について詳しく知りたい場合は、事務

局までお問い合わせください。 

 

３ モニターアンケートの回答数 

（１） 第 2６回（議会だより第６０号） ４件 



■議会だより第６０号（令和7年８月1日発行）について 

Ｑ１ 特に関心のあった記事をチェックしてください。(複数回答可)          

・議会報告会（１） 

・一般質問（２）  

・議決一覧（１） 

・その他の記事（１） 

意見・感想 対 応 

・・給食費の無償化や介護職員の状況について興味や関心があった。 

・総合福祉センターに関する市への提言に関心を持ちました。ＱＲコー

ドが貼り付けてあったので、そこから詳しく内容を読む事が出来て良か

ったです。 

・災害対応については、災害救助法が改定され行政に求められる役割も

変化します。災害はいつどこでも起こってもおかしくないので市の動き

などをもっと聞いてみたいと感じました。 

・議会報告会、小学校区単位に行われた議会報告会に９２名の市民の方

が参加されたとのことですが、この議会報告会も徐々に定着しつつある

のかなという印象を受けました。何より、議員が身近に感じられるのが

いいですね。 

・かっこうのさえずり、昔は蛍が乱舞する姿を見ることができたのに、

今はめったに見ることができなくなりました。環境保全のために活動し

ている齊藤さんの活躍に感銘を受けました。 

広報常任委員会及び全体で

共有 

 



Ｑ２ もう少し改善すべきと思う記事をチェックしてください。 

・議会報告会（１） 

・その他の記事（１） 

意見・感想 対 応 

・ないです。とても読みやすかったです。 

・議会報告会、写真に開催日と学区が黄色い円で表示されていますが、

このためにご参加された方の姿（顔の方もいる）が欠けてしまい、表情

が読み取れないのが残念でした。 

・市への提言書「総合福祉センター（仮称）」を提出。市長を中心に角

掛議長らの写真が載っていますが、それぞれの職名を入れた方がよかっ

たと思います。 

貴重なご意見ありがとうご

ざいます。広報常任委員会

及び全体で共有し、今後の

紙面作りの参考とさせてい

ただきます。 

 

 

Ｑ３ 会派等代表質問で興味のあった記事を教えてください。（複数回答可）        

・・介護職員の状況について（１） 

・給食費の無償化について（３） 

・災害対策について（２） 

・プール授業のあり方について（２） 

・小中学生の不登校について（３） 

・ごみ処理施設の整備問題について（１） 

・自治会が推選する各種委員について（１） 



意見・感想 対 応 

・小中学生の不登校問題について、２人の議員（仲田議員、菅野議員）

が質問されています。資料によると、６年度は合わせて１１９人となっ

ていますが、あまりの数の多さに驚いています。加えてここ５年で倍増

している状況を見るとき、何らかの対策を講じなければならないと思う

のは私だけではないと思います。 市当局はもとより学校現場でも様々

な対策を講じているとは思いますが、この数字を見るとき、根本的な解

決になっていないように思います。 議会においても常任委員会で議論

し合い、市当局に提言するような活動を希望します。 

・ごみ処理施設の整備問題について、ごみ処理施設は、だれもが必要な

施設だと認識していますが、受け入れる付近住民側からすると必ずしも

もろ手を挙げて賛成ということにはならないケースが多いように見受け

られます。 一日も早い稼働を望むものでありますが、受け入れる付近

住民側の方々の感情を考慮し、議会においても機会をとらえて不安を払

拭するような活動をされることを希望します。 

・自治会が推選する各種委員について、２人の議員（藤原議員・村木議

員）が質問されています。自治会では市からの要請を受けて各種委員の

推薦を行っていますが、近年自治会役員すらなり手がいない状況の中

で、候補者の選定に苦労しているのが実情です。 今年の１２月に民生

委員・児童委員の一斉改選が予定されていますが、なり手がいないこと

をもって欠員が生じる可能性もあると思われます。当局が候補者につい

広報常任委員会及び全体で

共有いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



て自治会に打診することも方法のひとつだと思いますが、ほかに何かい

い方法がないかみんなで考えることが必要だと思いますので、議会側か

らもぜひ提言していただくことを希望します。 

 

 

 

 

 

Ｑ４ 記事のなかで確認したいことや気になることがありましたらご質問ください（自由記入）  

意見・感想 回 答 

・プール授業は必修ではないのですか？プール授業があるのが当たり前

だと思って授業を受けてきましたが… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・不登校生への対応として、タブレット端末の活用は一つの有効な手段

・中学校におけるプール学

習は「水泳の指導について

は、適切な水泳場の確保が

困難な場合にはこれを取り

扱わないことができるが、

水泳の事故防止に関する心

得については、必ず取り上

げること。（中学校学習指

導要領解説保健体育編）」

とされており、市教育委員

会で本市の状況を鑑み、方

針を示したところです。 

 

・不登校生や教育支援セン



ですが、ＷｉＦｉ環境などインフラ面の課題が依然として残されていま

す。加えて、こうした生徒への支援においては、機器の提供以上に、心

のケアや関係づくりといった“ソフト面”の支援が重要だと感じます。 

滝沢市教育委員会が、不登校生の人数や教育支援センターの利用率など

のデータを公表していないのはなぜでしょうか。実態を把握できていな

いままでは、的確な政策立案や支援策の実施は困難です。現場の声を反

映した、透明性のある情報公開が求められます。 

 

・令和６年度の政務活動費の執行状況が公開されました。それによる

と、執行率１００％の会派・議員がいる一方で、執行率０％の議員も２

名いらっしゃいます。 

 なぜ、政務活動費を使わないのか、使おうとしないのか私には理解で

きません。無駄遣いをしろという気はさらさらありませんが、滝沢市の

発展のために有効に使って活動してほしいという思いが私にはあります

が、公開するにあたりなぜ使わないのか、執行率０％なのかについても

併せてコメントを載せるべきではないかと思うのですが、いかがでしょ

うか。 

ターのデータを公表してい

ないのは、プライバシー保

護のためもあると考えられ

ます。一方、透明性のある

情報公開は重要であり、今

後、慎重に協議が進められ

ると考えています。 

 

・ご意見ありがとうござい

ます。政務活動費の執行状

況について、特に執行率

０％の議員について、各議

員がこの費用をどのように

活用しているか、また使用

しない理由について透明性

を持たせる必要があると考

えます。 

今後、議会でこの問題を検

討し、執行率０％の理由に

ついてもコメントを掲載す

るかどうかを含め、情報公



開の在り方を見直していき

ます。引き続きご意見をお

寄せいただけますようお願

い申し上げます。 

 

Ｑ５ 全体的な感想をお聞かせください（自由記入）                    

意見・感想 対 応 

・・見やすいですし、読みやすかったです。 

・全体的に読みやすく、分かりやすかったです。 

・とても見やすいと思います。 

・今回は６月会議における一般質問（１２人の議員が登壇）がメインで

したが、関心のある内容がほとんどで、とても参考になりました。 

 限られたスペースの中で各議員の写真と質疑の動向もよくまとめられ

ており、よかったと思います。  

広報常任委員会及び全体で

共有 

 


